
第四十九話　平成三十年十月六日


【根】を見失うな


 ときのスポットライトが当たる御仁でなく、さほど名の知られてない御仁でも【根
気】強く、一つのことを成しえた例は、巷に多くある。


　生まれもって【根機】を備えていたと云ってしまえば、それまでだが、辛抱
強く続ける気力【根限り】は、幼年・少年期の躾で育ったに違いない。幼児・
少年教育の【根幹】ではなかろうか。


　【根競べ】に弱い子は大成しない。成人しても、すぐ【根負け】する。

ひとむかし前なら、父から【根性なし】と叱られた。


　親が叱る。近所で叱る。世間が叱る。この叱るの【根基】がわからなくなっ
た。社会の【根底】が揺らいでいるからだ。


　それは、多くの民が、この国の【根拠】を見失ったことが【根本的】な問題
である。

　「○○○をみれば、この国のかたちがみえる」。ひとりひとりが、これをみ
つけることにある。

　



